

























































































































































































時わずか五歳であった。公式の場での一瞬の接触であり、長子はその「いとうつくしげにし てられ」た姿を目にはするのだが「おほかた目も見えず、はぢがま さのみよ 心憂くおぼゆれば、はかばかしく見えさせたまはず」として、天皇をしっかりと見ることはできず早々に退出したと書いている。　
鳥羽天皇の描写は、即位後初めて作者が鳥羽天皇の下へ出仕した
次の記事のほうが詳細である。
つとめて、起きて見れば、雪、いみじく降りたり。今もうち散る。御前を見れば、べちにちがひたることなき心地して、おはしますらん有様、ことごとに思ひなされてゐたるほどに、 「降れ、降れ、こ雪」と いはけなき御けは に おほせらるる聞こゆる。こはたそ、たが子にかと ふほどに、まことにさぞかし。思ふに、あさましう れを主 う 頼みまゐらせてさぶらはんずるかと たのも げなきぞ、あはれなる。昼ははしたなき心地して 暮れてぞのぼる。 「今宵よき もの参らせそめよ」といひに来たれば。御前の大殿油くららか
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か否か。この点についてはもう少し検討を重ねる必要があるように思われる。鳥羽天皇は確かに帝としては理想化されていないかもれないが、主君の遺児として美化されている部分も考えねば らない。だが、それをさし引いても、岩佐氏の指摘には傾聴すべき所もあるのではない 。　『長秋記』元永二年（一一一九）八月二十三日条には、鳥羽天皇と長子との関係につ て言及 れた記事がみえる。
伊與守云、候内裏故讃岐前司顯綱姫、 〈字讃岐前典侍〉 、此間称先朝御霊〈堀河院〉 、奏□々雑事、已及大事、仍召彼兄和泉前司道経、邪気間暫不可令参内之由、被召仰云々、是上皇御気色
― ―187
也、向僧正所談此事次被示云、讃岐典侍自去年秋、時々称前霊□之由 吾爲奉守護當今、常在内裏、而此間在中宮御方、是暫之懐妊也者、其後有御懐妊事 又此春比之於御懐妊事、已又申障碍、於今者可皇子降誕之由、参内侍所朝暮所祈請也、其事所叶、禁中人々可感悦者、其後果然 如此事雖不可信、今有實、仍奉始自主上信仰間、去比又称云、吾先朝霊也 度々託此人令奏旨有實、依裏此女房所令申也、於此賞者随女房申請可被行也、不然者結怨心可成惡事者、其所望何者 以兄道経可被任近江守、吾又焼亡後居所、後院領内造宅可賜者、此事依有私聞歟、不信仍彌給□云此事無裁許其二位―鳥也、爲惡霊可執殺子孫也者 此由以書状示二位、令披覧 皇云々
主上信此女房、

































































　『国史大辞典』 （吉川弘文館、一九七九～一九九七年） 「藤原顕綱」の項（谷山茂執筆） 、伊井春樹「顕綱とその周辺」 （ 『古代中世文学論考』
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石原昭平「はじめに」 （ 『日記 学新論』勉誠出版、二〇〇四年三月）
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